
平成22年11月15日(月)

「地域の強み（地域の資源等）」を活用して地域の活性化に取り組んでいる４名の実践者

をお招きし、その取り組み事例の企画段階から実施に至るまでのプロセスの中で、誰がど

のように動いたのか、どのような点で苦労したのか、どのような主体を巻き込んで事業を

推進したのか等についてお話いただき、自らの地域でどう実行に移したらよいかのヒント

をご参加くださる皆様に修得（吸収）していただきます。

交通アクセス
○ＪＲ仙台駅西口を出て「南町通り」を西へ徒歩７分

事例紹介1
北海道帯広市～地域の資源（まちの強み）を活用した取組

事例紹介２
大分県大分市～まちづくりをマネージメントする取組

事例紹介３
福島県いわき市～地域の資源（まちの強み）を活用した取組

事例紹介４
島根県松江市～まちづくりをマネージメントする取組

E-mail:konishi@landbrains.co.jp



写真

坂本 和昭 氏
坂本ビル株式会社 代表

事例紹介1
パネリスト

写真

平成19年10月にＪＲいわき駅前に再開発ビル「ＬＡＴＯＶ」

がオープンしたことにより、商店街の衰退を懸念して行動を

開始。中心市街地に人を引き寄せようと官民で組織する「い

わき駅前賑わい創出協議会」の実働部隊として、商業者を中

心とした「コンパクトシティ推進プロジェクトチーム」が設立。

ハードを生かすためのソフト事業が必要と考え、「一店逸品

運動推進」、「街なか駐車場検討」、「空き地・空き店舗有

効利用」、「街なか情報発信」の４部会を設け、それぞれの

事業の実現化に取り組んだ。

小野 栄重 氏
いわき商工会議所副会頭

事例紹介3
パネリスト

写真

平成15年4月に大分商工会議所へ入所、地域の商業支援ツー

ルとして、ポータルサイトを開設、併せて中小企業へのICT活

用による経営効率化のサポート業務を行なう。平成19年5月

から現職に就き、毎週土曜日にテーマを変えたイベントを開

催したり、空き店舗や店舗の更新時に、店舗構成の見直しを

図ることで商店街内でのテナントミックスを仕掛けたりして、

中心市街地に賑わいを取り戻そうとしている。また、こうし

た取り組みを円滑に進めていくために、まちづくり会社の自

主財源を確保すると同時に、地元百貨店等の様々な主体との

連携を実践している。

事例紹介2
パネリスト

写真

パネリスト

事例紹介4

高校時代より早稲田商店街の活性化事業に参画、平成12年に全国商店街

の共同出資会社である株式会社商店街ネットワークを設立、初代社長に

就任。平成16年より経済産業研究所、東京財団の研究員としてまちづく

り三法の改正や世界各国の中心市街地再生プロジェクトの調査研究に従

事。平成20年より熊本城東マネジメント株式会社、一般社団法人まちづ

くり役場とくしま等のまちづくり会社を設立し、札幌市、盛岡市、名古

屋市、北九州市、長崎市等では現地のまちづくり会社と共に自主財源事

業と地区の生産性改善、再投資を繰り返す地区経営プログラムを推進。

平成22年、これら全国各地の事業の一体的推進を行うため一般社団法人

エリア・イノベーション・アライアンスを設立。学陽書房「まちづくり

の経営力養成講座」、学芸出版「コミュニティビジネス入門」。

木下 斉 氏
 一般社団法人エリア・イノベーション・アライアンス　代表理事

写真

コーディネーター

久保 里砂子 氏
松江市中心市街地活性化協議会 タウンマネージャー

牧 昭市 氏
株式会社大分まちなか倶楽部 タウンマネージャー

本シンポジウムへの参加をご希望の方は、本チラシFAX申し込み用紙

または 下記アドレスの事務局ホームページよりお申し込み下さい。

［http://www.landbrains.co.jp/symposium/sendai.html］

仙台会場

全国的に有名な「北の屋台」創設者。斬新なアイデアと数々

の工夫により、帯広市の中心市街地に空地を有効に活用した「屋

台村」を整備し、観光客と市民で賑わう場を創出した。

この取り組みは、全国各地の屋台村のモデルとなっており、

視察の受け入れや著作物を通じて、他地域の屋台村実現に貢

献している。

また、１年間北の起業広場協同組合の社員として給料をもら

いながら屋台で働き、当初組合が資金提供した屋台本体や厨

房設備などを一年後独立するときに買い取る「起業塾」とい

う制度を創設するなど、次世代経営者の育成にも大きな役割

を果たしている。

E-mail:konishi@landbrains.co.jp

平成２２年度　中心市街地商業等活性化支援業務（ワークショップ・シンポジウム開催事業）　FAX申し込み用紙　 

平成10年よりセゾン総合研究所においてまちづくり、地域の

活性化の調査研究を行う。平成12年に退職後、東京の早稲田

商店街において、環境、防災、地域コミュニティをテーマに

したまちづくりに取り組み、全国各地の商店街やＮＰＯとと

もに、現場でのまちづくりコーディネートを実践。

平成20年9月より、松枝中心市街地活性化協議会のタウンマ

ネージャーとして、市内各地でそれぞれの地域の強みを活か

したまちづくりの支援に取り組んでいる。


